平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: 木材産業等高度化推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　
　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　県産材需要拡大担当　電話番号：058-272-1111（内3014）

　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：600,530千円（前年度予算額：600,574千円）
	事業内容


	１　事業の内容


（１） 岐阜県林業木材産業高度化資金の運用
県から約定金融機関に資金原資を預託して、約定金融機関が４倍、３倍又は２倍額の貸付枠を設け、林業・木材業者等に対して、低利で事業資金の貸し付けを行う。
資金原資400,000千円のうち200,000千円については、法令に基づき独立行政法人農林漁業信用基金から借り入れる。
	２　所要経費


（１）木材産業等高度化推進事業費　　　　　　　　　 400,000
（２）木材産業等高度化推進事業費（償還金・利子） 　200,530
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　・林業・木材産業の経営の安定化等により、林業・木材産業の生産額を上げる
	２　これまでの取組状況


昭和５４年の制度創設以降、資金需要の増加に伴い７金融機関を約定金融機関に指定して、県内の林業・木材産業者に低金利で資金の貸付を行っている。
平成２２年９月末現在、資金枠1,600,000千円に対して、合理化計画を認定した貸付予定額は1,379,350千円、現貸付金額は853,267千円となっている。
	３　これまでの取組に対する評価


金融機関のプロパー資金が低金利で推移していることから、本事業との利率の格差がなくなったこと、木材価格の低迷による業界全体の景況悪化により、ここ数年間本資金の需要は横ばい傾向である。
新たな資金の創設や市場金利の上昇があった場合には、推進資金の優位性から、新規の需要の発生も考えられるため、既認定事業体の資金需要を確保しつつ、新規の需要に耐えられるよう、本資金の貸付枠を確保することが必要と考えている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	600,574
	0
	0
	0
	0
	0
	600,000
	0
	574

	要求額
	600,530
	0
	0
	0
	0
	0
	600,000
	0
	530

	決定額
	600,530
	0
	0
	0
	0
	0
	600,000
	0
	530


